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令和７年11月12日（水） 

伊仙町立伊仙小学校 

主体的に自己・友達・教材と向き合い， 

相手意識をもって表現する子供の育成 

～国語科「読む領域」を通して～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

           

 

 
 
 
 
 
 

１ 研究の構想 

【学校教育目標】 

人権尊重の理念を基に，美しい心と生きぬく力をもった伊仙の子供を育成する 

【教育理念】キムギュラーン（美しい心） 

【子供の実態】 

・学習に対して受け身である 

・自分の思いや考えを表現するのが苦手 

・文章を読むことが苦手 

【教師の願い】 

・学習に意欲的に取り組んでほしい 

・相手意識をもち，友達と学び合ってほしい 

・自ら文字や読書に親しんでほしい 

【研究主題】 

主体的に自己・友達・教材と向き合い， 

相手意識をもって表現する子供の育成 

～国語科「読む領域」を通して～ 

 
【目指す子供像】 

○ 学習の見通しをもち，主体的に学ぶことができる子供 

○ 相手意識をもって表現し，伝え合うことができる子供 

○ 学びを振り返り，自身の変容や友達との関わりを次の学習に 

つなぐことができる子供 
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   【研 究 内 容】 

 
 

 

 

 

 

【研究内容１】 主体的に自己・友達・教材と向き合うための工夫 

(1) 見通しを大切にした学習過程 

(2）相手意識をもった言語活動の設定 

(3) 指導事項や国語用語の明確化 

(4) 語彙を支える並行読書の推進 

(5) 家庭学習との連携 

【研究内容２】 相手意識をもって表現し，伝え合うための工夫 

(1) 学びを促進・支援するワークシートや ICT 等の活用 

(2) 一斉指導・個別指導・自己選択学習のコーディネート 

(3) 友達との学び合い・磨き合いの促進 

【研究内容３】 自身の変容や学び，友達との関わりの良さを自覚し， 

次の学習につなぐための工夫 

(1) 振り返りの視点の設定 

    (2) 振り返りの方法 

 

 

【仮説１】 

  学習の見通しをもたせ，学びを促すための工夫を設定することで，

主体的に自己・友達・教材と向き合い，学習に取り組むことができる

のではないだろうか。 

【仮説２】 

  授業における学習方法や学習形態の工夫・改善を図ることで，相手

意識をもって表現し，伝え合うことができるのではないだろうか。 

【仮説３】 

  振り返りの視点や振り返りの方法を示すことで, 自身の変容や学び，

友達との関わりの良さを自覚し，次の学習につなぐことができるので

はないだろうか。 

２ 



(１) 見通しを大切にした学習過程 

児童が見通しをもって学習を進めることができるように，「資料①伊仙小の授業づくりスタンダード」を作

成し，各教室に掲示することで意識化を図った。また，児童と一緒に学習計画を立てることで, 主体的に学習

を進めることができるようにした。 

 

 

 

 

 

 

【資料①伊仙小の授業づくりスタンダード】   【児童と一緒に作成した学習計画表（４年生）】 

(２) 相手意識をもった言語活動 

主体的な学びを促すために，「資料②文学的教材の系統一覧表」を作成し，単元のゴールを設定した。ゴー

ルを明確にすることで，主体的に教材と向き合う姿や友達と一緒に学習に取り組む姿が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 研究の実際 

研究内容１ 主体的に自己・友達・教材と向き合うための工夫 

 

「本で知ったことをクイズにしよう」では，

クイズ大会を単元のゴールに設定することで，

意欲的に本を読み，調べたことをノートに箇条

書きにしたり要点をまとめたりすることができ

た。また，クイズづくりでは，相手に分かりや

すく伝えるための文章作りに主体的に取り組む

ことができた。【３年生】 

 「おおきな かぶ」の音読劇を言語活動に位置

付けた。２つのチームに分かれ，チームごとに音

読劇をするというゴールが明確になったため，主

体的に音読の練習をする姿が見られた。一人で読

むところ，ペアで読むところ，全員で読むところ

などグループごとに工夫が見られ，互いを称賛す

ることもできた音読劇となり，音読の楽しさを味

わうことができた。【１年生】 

 

３ 



(３) 指導事項や国語用語の明確化 

どの学年でどのような技能を押さえるべきなのかを明確にするために，各学年で押さえるべき読みの技能

と国語用語の系統性を記した「資料③文学的教材の系統指導カリキュラム」を作成した。また，国語用語を

教室に掲示し，児童が覚えることで，児童自身の主体的な読みの力の育成につなげた。 

 

 

 

【読みの用語】 

(４) 語彙を支える並行読書 

教材についての興味・関心を高めるために，並行

読書に取り組んだ。ブックリストを作成し，朝読書

や休み時間，週１回伊仙スタディ（習熟）の時間，

月１回の親子読書で活用できるようにした。本を教

室に置くことで，「手に取ってみたい。」という意欲

を高めることができた。                                                                                                             

 

 

 

 

(５) 家庭学習との連携 

家庭学習は，授業で学んだ内容の定着だけでなく，事前学習に取り組むことで学習意欲の高まりが期待できると考え

た。児童が事前に家庭学習で意味調べをしたり，音読をしたりすることで，物語の大体の内容を捉えられるようにした。 

 

 

 

 

 

      【複雑な言葉をリストアップ】                   【意味調べ（５年生）】 

１学期に「やまなし」の読み聞かせをするこ

とで，早い時期からやまなしの世界に触れさせ

た。その後，町立図書館から宮沢賢治の作品を

借りてきて学級文庫に置くことで，少しずつ手

に取り読むようになった。宮沢賢治の世界観に

興味を示す児童が増えた。【６年生】 

 

単元ごとに出てくる国語用語を教室に掲示

した。そうすることで，それ以降の学習にお

いても活用することができた。【５年生】 

【ブックリスト（６年生）】  

４ 

学
習
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(1) 学びを促進・支援するワークシートや ICT 等の活用 

ワークシートや ICTは，児童の学習を手助けするだけでなく，思考を活性化させ，考えを簡潔に分かりやすく表現する際

に有効である。各学級の実態や学習内容に合わせて活用することで，学びを促進・支援できると考えた。 

 

 

 

(2) 一斉指導・個別指導・自己選択学習のコーディネート 

学習を進める際，単元全体を見通し，どのように学習を進めていくのかを考え，単元の中で一斉指導と自

己選択学習を取り入れ，一斉指導の中で押さえるべき部分と自己選択学習で各自の主体性を生かす部分で計

画を行った。一斉指導では，学習課題が同一のため，全体のペースを考え，全体で共通して取り組んだ。自

己選択学習では，各自でめあてを立てて取り組んだり，自由に席を移動し，ペアやグループを組み，タブレ

ットやホワイトボード，黒板などを選択したりして取り組んだ。選択の場面を設定することで，学びが主体

的になり，活動も意欲的になった。（資料④参照） 

 

 

 

 

            

(3) 友達との学び合い・磨き合いの促進 

教師による指名で児童が答えるという一方向だけでなく，児童同士で付け加えたり，質問し合ったりする

ことができるように，話型「資料⑤つながりセブン」を作成した。また，意見がまとまらないという課題を

受け，話合いの話型「資料⑥ペア・グループ交流カード」を作成し，活用した。さらに，教師も意図に沿っ

て発問し，学びが深まるように「資料⑦物語文発問名人カード」を作成し，活用するようにした。 

【資料④たずねびと（５年生）】 

 

自己選択学習 
グループ 

一人 

ペア 
グループ 

一人 

研究内容２ 相手意識をもって表現し，伝え合うための工夫 

 

「スイミー」の学習では，自分の考えを理由と共に表現し,

伝え合うことができるようにワークシートを作成した。好き

な場面とその理由を記入する際，全文シートも活用すること

で表現に着目しながら自分の考えを書くことができた。また, 

友達と交流する際，ワークシートにサインをし合うことで自

信と相手意識を高めることができた。【２年生】 

５ 

【たずねびと（５年生）】 

 



   【１・２年生用】             【３～６年生用】 

(1) 振り返りの視点の設定  

学習を振り返ることは，授業における自分の学びや成長への気付きを促すことになり，より深い学びへとつながる。そして

自己の学習への満足感を高め，次の学習への意欲向上につながる。そこで，振り返りカード（資料⑧・⑨）を作成し，活用

することにした。視点を焦点化することで，振り返りを短時間で効果的に行うことができた。カードは，教室に掲示したり教

科書に貼ったりワークシートの裏に載せたりして，いつでも確認できるようにした。 

 

 

 

 

 

【資料⑧振り返り（いせん）】  【資料⑨振り返り（ISEN）】  【振り返りを行う児童の様子】 

              

(2) 振り返りの方法 

 以下の方法で，学級の実態に合わせて振り返りを行った。 

 ① 口頭で発表する。 

 ② ノートやワークシートに記述後，発表する。 

 ③ ロイロノートで，観点ごとに◎〇△を記入し，記述後 

発表する。                      【ワークシートに振り返りを記入する児童】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【タブレットを活用して振り返りを行う児童】 

ロイロノートを活用して振り返りを行った。

単元全体を通して振り返りができるように，表

を作成し，３段階評価と記述を組み合わせて記

録できるようにした。初めのうちは時間がかか

ったが，繰り返し取り組むことで，短時間でで

きるようになった。また，振り返りを見返すこ

とで，前時までの学習内容を一目で振り返るこ

とができた。児童も自身の成長を感じることが

できた。【４年生】 

研究内容３ 自身の変容や学び，友達との関わりの良さを自覚し， 

次の学習につなぐための工夫 

 

 

６ 



⑴ 各種調査結果から見られる児童の変容 

【全国学力・学習状況調査】※全国平均との比較  【鹿児島学力・学習状況調査】※県平均との比較 

 

【学習に関する校内意識調査】※（ ）は前年比                      （％） 

質問項目 

文章を読んで書かれた

ことを発表し合い，自分

の考えを広げたり深めた

りすることができる。 

物語を読んで感じた

ことや分かったことを

伝え合うことができる。         

国語の学習で好きな

活動は何か。 

「ペアやグループで考

えること」 

順序に気を付けなが

ら読み，大体の内容をと

らえることができる。 

Ｒ６年（６月） 53 78 38 88 

Ｒ７年（６月） 61（＋８） 81（＋３） 42（＋４） 77（－11） 

 

⑵ 研究の成果と課題 

 研究内容１ 研究内容２ 研究内容３ 

成果 

相手意識をもった言語活

動や並行読書など，友達や
教材に向き合う場を設定し
たことで，意欲的に学習に
取り組み，自分の考えを深
めたり広げたりする児童が
増えた。教師も，指導事項
や国語用語を明確化したこ
とで意識して指導すること
ができた。 

ワークシートや ICT を活

用したり，児童自身に学ぶ
方法を自己選択・自己決定
させたことで，自分の思い
や考えを表現できる児童が
増えてきた。また，話型を
示すことで，発表や意見交
流の仕方を身に付け，伝え
合う楽しさを実感する児童
が増えた。 

振り返りカードを作成し

視点を焦点化させ，いつで
も確認できるように工夫し
たことで，進んで振り返り
を行うようになった。友達
と交流する中で，新たな気
付きや満足感を得る児童の
姿も見られるようになって
きた。 

課題 

物語の大体の内容が捉え
られるような読みの手立て

を工夫していきたい。家庭
学習の取り組み方や保護者
の関わり方が積極的なとこ
ろとそうでないところとの
差があるため，家庭学習の
工夫改善を図り，自主的な
取組につなげていきたい。 

 教師や友達の話を聞くこ
とについて課題のある児童

もいる。そのことで指示が
伝わらず，学習活動が進ま
ない，話合いの折り合いが
つかない等の課題がある。
今後は，聞く力の育成にも
取り組んでいきたい。 

振り返り活動の深まりを
目指し，教師自身も児童の

活動を振り返り，よかった
点や子供同士では気付きに
くい点をフィードバックさ
せるなど友達の良さや次時
へつなぐための振り返りに
取り組んでいきたい。 

 

 国語 

Ｒ６年 70（＋2.8） 

Ｒ７年 76（＋9.2） 

 国語 

Ｒ５年 78.7（＋9） 

Ｒ６年 77.4（＋12.8） 

３ 研究の成果と課題 

７ 


